
4

tsushima city community magazine

広報つしま  2006. 9

「
県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
地
域
説
明
会
」開
催
さ
れ
る�

　
８
月
10
日
、
長
崎
県
が
導
入

を
検
討
し
て
い
る
「
森
林
保
全

を
目
的
と
し
た
税
」
に
関
す
る

地
域
説
明
会
が
対
馬
市
商
工
会

厳
原
支
所
で
開
催
さ
れ
、
県
林

務
課
長
、
同
税
務
課
長
、
対
馬

地
方
局
農
林
水
産
部
長
ら
が
出

席
。
会
場
に
集
ま
っ
た
約
１
５

０
名
の
市
民
に
対
し
「
新
税
」

導
入
の
必
要
性
や
導
入
後
の
課

税
方
法
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　
県
に
よ
る
と
、

森
林
は
水
資
源

を
育
み
災
害
を

防
ぐ
ほ
か
、
二

酸
化
炭
素
を
吸

収
し
て
地
球
温

暖
化
を
防
止
す

る
な
ど
の
働
き

を
持
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
働

き
を
お
金
に
換
算
す
る
と
県
民

一
人
当
た
り
年
間
45
万
円
の
恵

み
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、

木
材
価
格
の
下
落
や
山
村
地
域

の
過
疎
化
、
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
多
く
の
森
で
荒
廃
が
進
ん
で

お
り
、
森
林
を
健
全
な
形
で
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
社

会
全
体
で
支
え
あ
う
仕
組
み

と
し
て
「
新
し
い
税
金
」
の
導

入
が
必
要
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
新
税
」
が
導
入
さ

れ
た
場
合
、
課
税
方
法
は
県
民

税
に
上
乗
せ
す
る
形
を
と
り
、

税
率
は
個
人
で
年
額
５
０
０
円

（
法
人
は
年
額
１,

０
０
０
円

か
ら
４
０,

０
０
０
円
）
で
、

税
収
見
込
み
は
年
間

３
億
２
千
万
円
。
使

い
道
と
し
て
は
、
手

入
れ
不
足
箇
所
の
間

伐
や
木
の
成
長
を
妨

げ
る
竹
林
の
伐
採
な

ど
森
林
の
働
き
を
回

復
さ
せ
る
た
め
に
使

用
し
、
県
民
の
理
解

を
得
た
う
え
で
、
平

成
19
年
度
に
も
導
入

し
た
い
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
質
疑
の
時
間
が
設
け

ら
れ
、
住
民
か
ら
は
「
税
の
導

入
に
個
人
的
に
は
賛
成
だ
が
、

多
く
の
県
民
を
納
得
さ
せ
る
の

は
難
し
い
の
で
は
」
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

森
林
保
全
を
目
的
と
し
た
税
の
導
入
へ
向
け
て�市

民
約
１
５
０
人
が
参
加�

も
　
　
り

　
８
月
１
日
、
市
内
の
５
つ
の
漁

協
に
よ
る
合
併
契
約
調
印
式
が
美

津
島
町
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
　

　
合
併
は
豊
玉
町
漁
協
が
、
対
馬

浅
海
漁
協
、
峰
町
西
部
漁
協
を
吸

収
合
併
し
た
も
の
と
、
上
対
馬
町

琴
漁
協
と
上
対
馬
町
南
部
漁
協
が

合
併
し
、
新
た
に
上
対
馬
南
漁
協

と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
厳
粛
に
お
こ
な
わ
れ
た
両
漁
協

の
調
印
式
で
は
、
松
村
市
長
と
長

崎
県
水
産
部
長
の
立
会
い
の
も
と

各
漁
協
の
組
合
長
が
合
併
契
約
調

印
書
に
署
名
・
な
つ
印
を
行
っ
た

あ
と
、新
組
合
の
発
展
の
決
意
を
込

め
て
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
式
の
中
で
松
村
市
長
は
「
魚
価

の
低
迷
、
漁
業
資
源
や
漁
業
従
事

者
の
減
少
、
燃
油
価
格
の
高
騰
な

ど
対
馬
の
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る

が
、
水
産
業
の
発
展
な
く
し
て
対

馬
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
。
経
営

基
盤
を
強
化
し
た
合
併
漁
協
が
強

い
指
導
力
を
発
揮
し
て
、
組
合
員

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
心
か
ら
期
待
し
ま
す
」
と
会
場

に
集
ま
っ
た
多
く
の
組
合
関
係
者

を
激
励
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
４
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誕
生
へ�

●
豊
玉
町
漁
協�

●
上
対
馬
南
漁
協�

市
内
の
５
漁
協

相
次
い
で
合
併
契
約
書
に
調
印  

漁
協
合
併
契
約
調
印
式

豊玉町漁業協同組合（715人）

対馬浅海漁業協同組合（57人）

峰町西部漁業協同組合（99人）

豊玉町漁業協同組合（871人）

上対馬町琴漁業協同組合（154人）

上対馬町南部漁業協同組合（112人）

（新設）
上対馬南漁業協同組合（266人）

吸収

●合併の概要�

合併調印後握手を行う各組合長と立会人の�
市長と県水産部長（豊玉町漁協合併契約調印式にて）�
�

契約書に調印する各組合長（上対馬南漁協�
合併契約調印式にて）�

（　　）内は組合員数　※平成18年3月31日現在



　
　

　
市
が
毎
年
行
っ
て
い
る
納
税
組

合
表
彰
で
、
今
年
度
は
12
の
納
税

組
合
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
は
５
年
以
上
継
続
し
て
完

納
さ
れ
た
納
税
組
合
に
対
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
被
表
彰
団
体
は
設

立
以
来
、
納
期
内
完
納
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

表
彰
団
体

【
厳
原
管
内
】

①
曲
第
３
納
税
組
合（
　

）

②
安
神
納
税
組
合（
　

）

③
豆
酘
９
納
税
組
合（
　

）

④
奥
浅
藻
納
税
組
合（
　

）

【
美
津
島
支
所
管
内
】

①
黒
瀬
納
税
組
合（
　

）

②
中
の
町
第
一
納
税
組
合（
　

）

③
大
船
越
波
岳
納
税
組
合（
　

）

④
緒
方
納
税
組
合（
　

）

⑤
恵
比
須
納
税
組
合（
　

）

⑥
元
鴨
居
瀬
第
一
納
税
組
合（
　

）

【
豊
玉
支
所
管
内
】

①
高
原
組
納
税
組
合（
　

）

②
横
浦
納
税
組
合（
　

）

　　
７
月
28
日
、
市
消
防
本
部
は
可

搬
式
消
防
ポ
ン
プ
１
台
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
長
崎
県
の
森
林

保
全
を
目
的
と
す
る
事
業
を
活
用

し
て
、
県
よ
り
借
り
受
け
た
も
の

で
期
間
は
３
年
間
。
こ
れ
ま
で
に

も
同
事
業
を
利
用
し
て
、
平
成
15

年
か
ら
昨
年
ま
で
に
背
負
い
式
消

火
水
の
う
を
80
基
借
り
受
け
て
い

ま
す
。

　
今
回
導
入
さ
れ
た
消
防
ポ
ン
プ

は
重
さ
が
24
kg
と
小
型
で
運
搬
し

や
す
く
、
消
防
車
が
進
入
で
き
な

い
林
野
で
の
消
火
活
動
に
威
力
を

発
揮
で
き
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
同
様
の
ポ
ン
プ
は
消
防

本
部
及
び
各
出
張
所
に
１
台
ず
つ

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
　
《
８
月
》�

１
日
＝
漁
協
合
併
調
印
式

２
〜
４
日
＝
佐
須
坂
ト
ン
ネ
ル
期

　
　
　
成
会
陳
情
（
長
崎
）

５
〜
６
日
＝
厳
原
港
ま
つ
り
　
対

　
　
　
馬
ア
リ
ラ
ン
祭

８
日
＝
対
馬
市
議
会
臨
時
会

11
〜
12
日
＝
外
務
省
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

13
〜
20
日
＝
人
間
ド
ッ
ク
、
検
査

　
　
　
入
院

21
〜
23
日
＝
県
下
市
長
会
、
県
離

　
　
　
島
振
興
協
議
会
全
員
協
議

　
　
　
会
（
島
原
）

25
日
＝
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
策
定
委
員
会

26
日
＝
対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽
祭

28
〜
29
日
＝
港
湾
協
会
九
州
地
区

　
　
　
支
部
連
合
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
崎
）

30
日
＝
国
民
保
護
協
議
会

31
日
＝
市
政
説
明
会

5 広報つしま  2006. 9

tsushima city community magazine

　
８
月
６
日
、
第
28
回
長
崎
県
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
県
消
防
学

校
（
大
村
市
）
で
開
催
さ
れ
、
猛

暑
の
中
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を

目
指
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
実
際
に
放
水
を
行
う
初
め
て
の

操
法
大
会
と
な
っ
た
今
大
会
に
は
、

県
下
各
分
会
を
代
表
し
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
に
12
チ
ー
ム
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
13
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
美
津
島
第
１
分
団

（
　
知
地
区
）
と
美
津
島
第
10
分

団
（
犬
吠
地
区
）
が
出
場
。
強
豪

が
集
ま
る
中
、
美
津
島
第
１
分
団

チ
ー
ム
（
江
嶋
指
揮
者
以
下
５

名
）
は
堂
々
と
し
た
操
法
を
披
露

し
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
見
事
、

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
、
横
浜
市
で
開
催

さ
れ
た
全
国
婦
人
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
に
長
崎
県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
　
知
地
区
婦
人
消
防
隊

（
江
嶋
隊
長
以
下
37
名
）
が
軽
可

搬
ポ
ン
プ
操
法
の
模
範
演
技
を
披

露
し
、
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
と

声
援
を
受
け
ま
し
た
。

　
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
ポ
ン
プ
車
操
法
／
優
勝
　
壱
岐

市
／
準
優
勝
　
対
馬
市
／
第
３
位

　
島
原
市

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
／
優
勝
　
壱

岐
市
／
準
優
勝
　
時
津
町
／
第
３

位
　
五
島
市

模範操法を披露した　�
　　　　知地区婦人消防隊�

準優勝を獲得した美津島第１分団チーム�

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
準
優
勝

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
準
優
勝�
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
準
優
勝�

美
津
島
第
１
分
団�

林
野
火
災
に
備
え�

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
導
入
　�

�

市
消
防
本
部

15
年
間

15
年
間

35
年
間

25
年
間

25
年
間

25
年
間

20
年
間

20
年
間

5
年
間 15

年
間

15
年
間

25
年
間

   

平
成
18
年
度�

対
馬
市
優
良
納
税
組
合
表
彰�

 
 
 
 
12
組
合
を
表
彰
�
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　７月22日、比田勝海上保安署が管内の小学生以下の

児童と保護者を対象とした巡視艇「はやぐも」「あきぐも」

の体験航海を実施しました。当日は梅雨の中日の晴れ

となり海上も穏やかで、テレビドラマで放映された「海

猿」を反映して多くの参加者で賑わいました。

　海難防止の講習と救命胴衣の説明を受けた後、参加

者は巡視艇に乗り込み体験航海へ出発しました。航海

中に児童たちは乗組員に指導を受けながら交代で巡視

艇を操船しました。

　操船を体験した扇優希さん（南陽小学校）は、「船の運

転は難しかったけど楽しかったです。夏休みのよい思

い出になりました」と感想を話していました。

　「
ひ
と
つ
ば
た
ご
」の
自
生
地
が

縁
で
、
平
成
７
年
か
ら
地
域
間
交

流
を
続
け
て
い
る
岐
阜
県
中
津
川

市
蛭
川
（
旧
蛭
川
村
）
か
ら
、
５

名
の
小
学
生
（
５
年
生
１
人
、
６

年
生
４
人
）
が
対
馬
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。
今
年
で
12
回
目
の
訪
問

に
な
り
ま
す
。

　
蛭
川
の
子
ど
も
た
ち
は
７
月
29

日
か
ら
３
日
間
、
国
民
宿
舎
「
上

対
馬
荘
」
に
宿
泊
し
な
が
ら
三
宇

田
浜
で
の
海
水
浴
や
、
地
元
育
成

会
主
催
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

へ
の
参
加
、
比
田
勝
小
学
校
児
童

と
の
交
流
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
山
に
囲
ま
れ
海
と
接
す
る
機
会

の
少
な
い
蛭
川
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
特
に
海
で
の
遊
び
は
楽

し
か
っ
た
様
子
。
三
宇
田
浜
で
の

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
体
験
や
真
珠
養
殖

施
設
の
見
学
で
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た

と
き
な
ど
は
、
波
を
切
っ
て
海
上

を
走
る
爽
快
さ
に
大
声
で
は
し
ゃ

い
で
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

夏
休
み
の
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

バナナボートに乗って大喜びの蛭川の子どもたち�

真珠養殖施設を見学�

　
８
月
14
日
、
上
県
町
佐
須
奈
の

そ
ば
道
場
で
、
佐
須
奈
商
店
振
興

会
主
催
に
よ
る
毎
年
恒
例
の
夏
祭

り
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
地
域
住
民
や
帰
省
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
高
校
生
の
バ
ン
ド

演
奏
で
開
幕
。
そ
の
後
、
ク
イ
ズ
、

職
場
対
抗
早
食
い
早
飲
み
大
会
な

ど
趣
向
を
こ
ら
し
た
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夏
祭
り
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
る
出
店
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
会
場
は
参
加
者
の
笑
顔

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
メ
イ
ン
の
盆
踊
り

大
会
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
浴
衣

姿
の
人
々
が
、
夏
の
夜
の
ひ
と
と

き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。職場対抗早食い早飲み大会にて�

操船を体験する築城陽聖くん（比田勝幼稚園）�
「乗ってみたかった巡視艇に乗れてうれしかったです」�

多くの来場者で賑わう会場�

佐
須
奈
商
店
振
興
会�

大盛況！巡視艇の体験航海  �
比田勝海上保安署　�

岐
阜
県
蛭
川
か
ら
小
学
生
５
名
が
来
島�

ひ
る
か
わ

ひ
る
か
わ

ひさと

ゆう き

うみ

ざる
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鶏鳴小のメンバー：�

阿比留圭祐くん、西孝基くん、園田実咲さん、斉

藤且磨くん（すべて６ 年生、写真順）�

　韓国釜山市の国立釜慶大学校の学生12名が、７月21日か
ら３泊４日の日程で対馬を訪れ、厳原や豆酘、美津島町大
山などの６家庭にホームステイしました。
　滞在中は、ホストファミリーとの島内観光や買い物、真
珠養殖見学などのほか、帰国前日の23日には厳原本川の護
岸に設置されている朝鮮通信使壁画の掃除や厳原町中村
の「半井桃水館」で対馬高校生との交流を行いました。
　また、全員が浴衣に着替え、市内の３高校が合同で実施
した茶会に参加して茶道を体験しました。初めての体験の
ため、出された和菓子やお茶をどうしたらいいのか戸惑っ
ていましたが、作法を教わりながら、茶道体験を楽しんで
いました。

　７月24日、長崎市で開催された第31回交通安全子ども自

転車大会の県大会で、美津島町の鶏鳴小学校チームが団体

優勝しました。同校による優勝は５年ぶり４回目です。

　競技は交通ルールの知識を問う学科試験と、実際に自転

車に乗って交差点やＳ字、８の字などのコースを走行して

行う実技試験の合計点で採点されます。キャプテンの西孝

基くんは個人戦でも見事優勝、阿比留圭祐くんが２位に入

るなど団体戦の優勝に大きく貢献しました。

　なお、8月１日、２日に東京都で開催された全国大会では、

32位と健闘しました。

茶道を体験する学生�

� 真
珠
養
殖
施
設
を
見
学�

～日本の文化・生活習慣を体験～�
�

交通安全子ども自転車大会�
�

　明治40年８月15日生まれ。

現在、特別養護老人ホーム「い

づはら」を利用されています。

　昔自分で作っていたおいしい

サトイモを、みんなに食べさせ

てあげたいと、たびたび話され

るなど、優しいおばあちゃんです。

▽小 宮 ツ 子さん�
　　　　　　　（上県町飼所出身）

▽小 宮 モ ト さん�
　　　　　　（上県町佐護湊出身）

▽永 留 キ ヨ さん�
　　　　　　　（峰町三根出身）

　明治40年８月23日生まれ。

若い時は体が弱かったそうです。

上対馬病院に入院する前は、お

孫さんと同居されていました。

　テレビでのスポーツ観戦（野

球と相撲）が好きで、巨人ファ

ンだそうです。

　明治40年８月２8日生まれ。
現在、特別養護老人ホーム「わ
たづみ」を利用されています。
　ゲートボールは90歳まで楽し
まれていました。長生きの秘訣
は、１日３食を欠かさず、身の
回りのことを自分ですることだ
そうです。

白寿（99歳）のお祝い�
８月に99歳を迎えた市内のお年寄りに、市から�
白寿のお祝いとして敬老祝い金が贈られました。�

は く じ ゅ

娘の百合子さん

ね

息
子
の
三
男
さ
ん

キヨさんを囲む
息子の兼男さん・紀子さん夫婦

けいすけ こう き み さき

こう

けい すけき

かつ ま

なからい　とうすい

プ　ギョン

プギョン



8

tsushima city community magazine

広報つしま  2006. 9

　
対
馬
と
津
軽
の
歴
史
的
な
関
係

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
厳
原
町

の
市
民
グ
ル
ー
プ「
対
馬
津
軽
会
」

が
、
こ
の
ほ
ど
漫
画
「
フ
ビ
ラ
イ

に
謁
見
し
た
対
馬
人
」
を
１
５
０

部
制
作
。
う
ち
50
部
を
市
内
す
べ

て
の
小
・
中
学
校
へ
配
布
し
て
も

ら
お
う
と
市
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
漫
画
は
蒙
古
襲
来
（
１
２
７
４

年
）
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
５
年

前
。
文
永
６
年
２
月
に
元
の
使
者

が
対
馬
に
到
着
し
た
際
、
一
般
住

民
の
弥
二
郎
と
塔
二
郎
の
２
人
を

連
れ
去
り
、
大
都（
現
在
の
北
京
）

で
皇
帝
フ
ビ
ラ
イ
に
謁
見
さ
せ
た

あ
と
、
同
年
９
月
に
帰
国
さ
せ
る

ま
で
の
経
緯
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
同
会
の
上
原
正
行
会
長
は
「
こ

の
よ
う
な
対
馬
人
が
い
た
と
い
う

事
実
を
含
め
、
日
本
の
歴
史
に
お

け
る
対
馬
の
位
置
づ
け
、
果
た
し

た
役
割
な
ど
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
同
会
は
過
去
に
、
青
森
県
津
軽

地
方
に
多
い
「
つ
し
ま
」
の
姓
の

ル
ー
ツ
を
探
っ
た
漫
画
「
津
軽

「
つ
し
ま
」
姓
ル
ー
ツ
物
語
」
を

５
０
０
部
制
作
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
漫
画
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
対
馬
あ
れ
こ
れ
ね
っ
と
」

h
ttp

:/
/

w
w

w
1
.o

cn
.n

e.jp
/

~

k
u

ro
se/

で
も
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
せ
先
■
対
馬
津
軽
会

T
E
L
０
９
２
０
‐
５
２
‐
０
０
２
８

漫画「フビライに謁見した対馬人」�
　　　　 を製作、市へ50部寄贈
　　　　　　　　　　　　「対馬津軽会」

●
生
年
月
日
：
１
９
８
４
年
11
月
17
日
生
ま
れ
（
21
歳
）

●
出
身
：
米
国
　
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
サ
ン
ブ
ル
ノ
）

●
学
歴
：
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
卒

●
趣
味
：
ピ
ア
ノ
演
奏
と
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

●
好
き
な
俳
優
：
妻
夫
木
　
聡

●
対
馬
の
印
象
：
自
然
が
多
く
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。

●
ひ
と
こ
と
：
た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
た
い
で
す
。

エ
べ
リ
ン  

チ
ン
さ
ん
　E
velyn

  C
h
in

　
厳
原
町�

�

●
生
年
月
日
：
１
９
８
４
年
７
月
29
日
生
ま
れ
（
22
歳
）

●
出
身
：
米
国
　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

●
学
歴
：
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
卒

●
趣
味
：
読
書
、
料
理

●
好
き
な
俳
優
：
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー

●
対
馬
の
印
象
：
雰
囲
気
が
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
似
て
い
ま
す
。

●
ひ
と
こ
と
：
生
徒
た
ち
と
ス
ポ
ー
ツ（
テ
ニ
ス
、剣
道
な
ど
）を
し
た
い
で
す
。

ブ
ラ
ウ
ン  

ア
リ
ー
シ
ャ
　
レ
イ
コ
さ
ん
　Broun  Alicia  Reiko

　
豊
玉
町�

●
生
年
月
日
：
１
９
６
６
年
８
月
３
日
生
ま
れ
（
40
歳
）

●
出
身
：
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

●
学
歴
：
ク
イ
ン
ズ
大
学
卒

●
趣
味
：
空
手
と
読
書

●
好
き
な
俳
優
：
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー

●
対
馬
の
印
象
：
静
か
な
町
と
き
れ
い
な
田
舎
で
す
ね
。

●
ひ
と
こ
と
：
対
馬
の
人
々
は
心
が
温
か
く
優
し
い
人
が
多
い
で
す
。

オ
リ
バ
ー  

マ
レ
ー
さ
ん
　O

liver  m
  M
u
rra
y

　
上
県
町�

�

●
生
年
月
日
：
１
９
８
４
年
10
月
19
日
生
ま
れ
（
21
歳
）

●
出
身
：
米
国
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

●
学
歴
：
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
卒

●
趣
味
：
演
奏
と
演
技

●
好
き
な
俳
優
：
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ

●
対
馬
の
印
象
：
山
と
木
が
多
く
自
然
が
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

●
ひ
と
こ
と
：
み
な
さ
ん
と
知
り
合
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ロ
バ
ー
ト  

ラ
イ
ス
さ
ん
　R

o
b
ert  R

ice

　
上
対
馬
町�

�

厳原町、豊玉町、上県町、上対馬町に８月から新しいＡＬＴが着任しました。�
今後１年間、中学校の生徒たちに英語の指導を行います。みなさんよろしくお願いします。�
�

※
お
母
さ
ん
が
日
本
好
き
で
、

レ
イ
コ
と
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

※
龍
の
頭
と
尾
を
持
っ
た
中
国
で

生
ま
れ
た
伝
統
的
な
ボ
ー
ト

漫画を助役に手渡す対馬津軽会の上原正行会長�

�
※謁見…身分の高い人にお会いすること。

新しい　ALT（英語指導助手）を紹介します

げ
ん

だ
い
　
と

えっけん�

えっけん
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◎
９
月
１
日
付
異
動

　
　
※
氏
名
後
の（
　
）内
は
旧
所
属

【
市
長
事
務
部
局
・
本
所
関
係
】

《
福
祉
部
》【
福
祉
課
】（
日
吉
の

里
）▽
看
護
師
＝
小
茂
田
あ
ゆ

み（
北
保
健
セ
ン
タ
ー
）

《
保
健
部
》【
南
保
健
セ
ン
タ

ー
】（
健
康
推
進
班
）▽
保
健
師

＝
松
永
ふ
み（
北
保
健
セ
ン
タ

ー
）（
地
域
包
括
支
援
班
）▽
保

健
師
＝
廣
川
久
美
子（
同
所
健

康
推
進
班
）

【
北
保
健
セ
ン
タ
ー
】（
健
康
推

進
班
）
▽
係
長
＝
大
石
博
美

（
保
健
部
健
康
推
進
課
）

　
天
然
塩
の
製
造
販
売
を
行
っ
て

い
る
（株）
白
松
の
美
津
島
町
工
房

（
久
須
保
・
竹
敷
）
で
生
産
さ
れ

て
い
る
「
浜
御
塩
」
。
対
馬
の
澄

ん
だ
海
水
を
汲
み
上
げ
、
昔
な
が

ら
の
窯
焼
き
法
に
よ
り
製
塩
さ
れ

た
自
然
海
塩
で
あ
る
「
浜
御
塩
」

が
、
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
「
カ
ル

ビ
ー
」
の
期
間
限
定
ポ
テ
ト
チ
ッ

プ
ス
「
夏
ポ
テ
ト
」
に
２
年
連
続

で
採
用
さ
れ
、
今
年
も
全
国
で
６

月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
（
※
地
域
に
よ
り
販

売
期
間
は
若
干
異
な
り
ま
す
）

　
権
藤
正
展
工
房
長
は
「
品
質
に

厳
し
い
大
手
メ
ー
カ
ー
の
要
求
に

応
え
る
た
め
、
品
質
管
理
を
徹
底

的
に
行
い
ま
し
た
。
誰
も
が
知
っ

て
い
る
全
国
的
な
商
品
に
使
用
さ

れ
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
カ
ル
ビ
ー
に
は
、
昨
年
4.5
ト
ン

を
出
荷
。
今
年
は
５
ト
ン
の
出
荷

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対馬の海から採れ対馬の海から採れた
　（株）（株）白松の白松の「浜御塩」「浜御塩」
対馬の海から採れた
　（株）白松の「浜御塩」

竹敷工房の前で「夏ポテト」を�

手に持つ権藤正展工房長�

対
馬
市
の
人
事
異
動�

�

P

★

美津島�

農協前�
バス停�

厳原港�

八幡宮神社�

遊月橋�

西日本�
シティ銀行�

大歳神社�

天道茂�
駐車場�
（有料）�

対馬南�
警察署�

谷出橋�

対馬農協�

半井桃水館�

連絡先　半井桃水館　対馬市厳原町中村584番地
　　　　　　　　　　電話・ファックス番号 0920（52）2422
　　　　　　　　　　メールアドレス　nakarai.tosuikan@aria.ocn.ne.jp

　７月15日にオープンした半井桃水館（厳原町中村地区）。開館から２ヶ

月が経過した現在、各種会議やボランティア活動といった地域の活動に広

く利用されています。

　また、観光客らが立ち寄り、武家門・石塀等の歴史的雰囲気を活かした

庭で休憩したり、対馬杉の香りが漂う館内で地区輩出の偉人について学ん

だり、子どもたちの学習・遊びの場としても利用されています。

※管理運営は指定管理者制度により、９月１日より「特定非営利活動法

人（ＮＰＯ）対馬郷宿」が行っています。利用については次のとおり

です。

●利用時間：9:00～22:00（ただし、予約がない場合は18時で閉館）�

●休 館 日：毎週火曜日、年末年始（12月29日から翌年1月3日）�

●使 用 料：1時間あたり�

●利用方法：予約　→　申込　→　承認

※予約・申込は休館日を除く9:00～17:00までです。

（18時以降に利用する場合は、前日までに予約をお願いします。）

※予約後、申請書を提出してください。

　　室　　　名

休憩室１・２

休憩室１

休憩室２

多目的スペース

ギャラリー

特産品販売スペース

文庫教室

常設展示室

面積(㎡）

27.26

15.51

11.75

58.76

23.03

9.69

18.39

13.89

使用料

200円

100円

100円

500円

200円

50円

無料

無料

空調施設使用料

100円

50円

50円

50円

50円

50円

無料

無料

備 考

収益を
目的と
するも
のは10
倍とな
ります。

・本館に駐車場はありません。

・有料の天道茂駐車場をご利用ください。

味
と
品
質
が
認
め
ら
れ
　
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
採
用

味
と
品
質
が
認
め
ら
れ
　
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
採
用�
味
と
品
質
が
認
め
ら
れ
　
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
採
用�

～半井桃水館  利用のご案内～ どなたでもお気軽にご利用ください。�

は く ま つ は ま み し お

は
く
ま
つ

は
ま

み

し
お

なから 　い　　と う す い か ん

なからいとうすいかん

ごうしゅく


